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1. 平成27年9月期第1四半期の連結業績（平成26年10月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年9月期第1四半期 6,632 △17.5 741 △34.4 868 △32.8 700 △31.1
26年9月期第1四半期 8,035 101.1 1,130 ― 1,291 ― 1,016 ―

（注）包括利益 27年9月期第1四半期 1,380百万円 （0.2％） 26年9月期第1四半期 1,378百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年9月期第1四半期 35.84 35.22
26年9月期第1四半期 53.52 52.40

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年9月期第1四半期 34,288 19,126 52.6
26年9月期 34,100 18,892 51.6
（参考）自己資本 27年9月期第1四半期 18,031百万円 26年9月期 17,588百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年9月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00
27年9月期 ―
27年9月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

3. 平成27年 9月期の連結業績予想（平成26年10月 1日～平成27年 9月30日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,600 △9.2 1,200 △29.2 1,200 △33.5 1,000 △29.6 51.19
通期 27,000 △7.4 2,200 △32.1 2,200 △38.1 1,800 △39.5 92.15



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P.3「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。 
 
（四半期決算補足説明資料の入手方法） 
四半期決算補足説明資料は平成27年2月4日に当社ホームページへ掲載予定であります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年9月期1Q 20,012,658 株 26年9月期 20,012,658 株
② 期末自己株式数 27年9月期1Q 477,604 株 26年9月期 479,604 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年9月期1Q 19,534,074 株 26年9月期1Q 18,995,565 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国は堅調に推移しましたが、新興国の成長鈍化や欧州の政治

情勢不安に加え、原油価格の急落も重なり、依然として先行き不透明な状況が続きました。一方、日本経済は、政

府の経済政策等を背景として企業収益や雇用情勢に改善が見られましたが、消費税増税後の内需低迷や急激な円安

に伴う物価高騰の影響等により、景気は緩やかな回復基調から足踏み状態へと推移しました。 

半導体市場においては、引き続きスマートフォンやタブレット端末向け需要が市場を牽引しました。例年の季節

的要因による調整はありましたが、ハイエンドスマートフォン新機種向けの需要が好調である等、市場は全般的に

堅調に推移しました。 

ＦＰＤ市場においては、中小型液晶パネルはスマートフォン向けの需要拡大により生産が活発化する一方で価格

は下落傾向にありました。また大型液晶パネルは生産調整が継続されましたが、低水準ながら底堅く推移しまし

た。 

このような状況の下、当社グループは、“強靭な企業体質を基盤に、新たな成長に挑んでいく企業”になるた

め、当連結会計年度を初年度とし2017年度を最終年度とする新中期経営計画『Challenge17』をスタートさせまし

た。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高6,632百万円（前年同期比17.5%減）、営業利益741百万

円（前年同期比34.4%減）、経常利益868百万円（前年同期比32.8%減）、四半期純利益700百万円（前年同期比

31.1%減）となりました。前年同期と比較すると減収減益ですが、当初計画通りの業績を達成することができまし

た。 
 

＜セグメントの状況＞

（各セグメントの売上高は、外部顧客に対するものであります。）

 

 セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、当社グループは、平成26年10月１日付の組織変更に伴い、従来の「装置事業」から「ＴＥ事業」へとセグメ

ント名称を変更しておりますが、セグメント情報に与える影響はありません。

 

① プローブカード事業

プローブカードは、主にスマートフォンやタブレット端末向けモバイルＤＲＡＭ用ＭＥＭＳ型アドバンストプロ

ーブカードの需要が好調で高水準な受注・売上の計上となりました。利益面におきましては、生産性向上や原価低

減等、収益構造改善の取組みの他、円安等の外部環境も追い風となり、営業利益率を押し上げました。

この結果、売上高は5,932百万円（前年同期比7.5%減）、セグメント利益は1,360百万円（前年同期比3.7%減）と

なりました。 

 

② ＴＥ事業

ＬＣＤ検査装置は、顧客であるパネルメーカーの都合により装置の立ち上げが遅れたこと等もあり、低水準な売

上となりました。一方、半導体検査装置及びプローブユニットは比較的堅調でした。

この結果、売上高は700百万円（前年同期比56.8%減）、セグメント損失は57百万円（前年同期は175百万円のセ

グメント利益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ188百万円増加し、34,288百万円と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加372百万円等によるものであります。 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ44百万円減少し、15,162百万円とな

りました。これは主に、賞与引当金の減少222百万円等によるものであります。 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ233百万円増加し、19,126百万円

となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金の増加373百万円等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年11月18日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が114百万円増加し、退職給付に係る資

産が114百万円減少するとともに、利益剰余金が228百万円減少しております。なお、当第１四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,654 8,336 

受取手形及び売掛金 7,839 8,211 

製品 790 758 

仕掛品 1,844 2,130 

原材料及び貯蔵品 654 648 

その他 477 578 

貸倒引当金 △90 △93 

流動資産合計 21,169 20,571 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,055 4,268 

機械装置及び運搬具（純額） 1,371 1,628 

その他（純額） 3,146 2,984 

有形固定資産合計 8,572 8,881 

無形固定資産 906 914 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,005 3,576 

退職給付に係る資産 117 - 

その他 545 579 

貸倒引当金 △216 △236 

投資その他の資産合計 3,451 3,920 

固定資産合計 12,930 13,716 

資産合計 34,100 34,288 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,216 3,578 

短期借入金 2,403 2,566 

未払法人税等 248 189 

賞与引当金 630 408 

役員賞与引当金 70 - 

製品保証引当金 667 686 

その他 2,955 2,616 

流動負債合計 10,192 10,044 

固定負債    

長期借入金 2,280 2,043 

退職給付に係る負債 1,588 1,760 

その他 1,145 1,312 

固定負債合計 5,014 5,117 

負債合計 15,207 15,162 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,018 5,018 

資本剰余金 6,096 6,096 

利益剰余金 5,149 5,034 

自己株式 △452 △451 

株主資本合計 15,811 15,698 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,687 2,060 

為替換算調整勘定 201 372 

退職給付に係る調整累計額 △111 △99 

その他の包括利益累計額合計 1,776 2,333 

新株予約権 79 85 

少数株主持分 1,225 1,009 

純資産合計 18,892 19,126 

負債純資産合計 34,100 34,288 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 8,035 6,632 

売上原価 5,031 4,153 

売上総利益 3,004 2,479 

販売費及び一般管理費 1,873 1,737 

営業利益 1,130 741 

営業外収益    

受取利息 1 8 

受取配当金 2 2 

受取賃貸料 12 11 

為替差益 165 118 

その他 4 7 

営業外収益合計 187 149 

営業外費用    

支払利息 21 15 

その他 4 7 

営業外費用合計 26 22 

経常利益 1,291 868 

特別利益    

固定資産売却益 0 4 

新株予約権戻入益 3 - 

特別利益合計 4 4 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

特別損失合計 0 0 

税金等調整前四半期純利益 1,295 872 

法人税、住民税及び事業税 190 100 

法人税等調整額 △9 △4 

法人税等合計 180 96 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,114 776 

少数株主利益 98 75 

四半期純利益 1,016 700 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,114 776 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 175 373 

為替換算調整勘定 87 218 

退職給付に係る調整額 - 12 

その他の包括利益合計 263 604 

四半期包括利益 1,378 1,380 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,255 1,256 

少数株主に係る四半期包括利益 123 123 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１. 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２. 
 

プローブ 
カード事業 

ＴＥ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 6,414 1,621 8,035 － 8,035 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 6,414 1,621 8,035 － 8,035 

セグメント利益 1,412 175 1,588 △457 1,130 

（注）１．セグメント利益の調整額△457百万円は全社費用であり、報告セグメントに帰属しない管理部門

等に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１. 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２. 
 

プローブ 
カード事業 

ＴＥ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,932 700 6,632 － 6,632 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 5,932 700 6,632 － 6,632 

セグメント利益又は損失

（△） 
1,360 △57 1,302 △561 741 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△561百万円は全社費用であり、報告セグメントに帰属

しない管理部門等に係る費用であります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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